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排 水 設 備 計 画 （ 変 更 ） 確 認 申 請 書 「 記 入 例 」



排水設備工事計画（変更）確認申請書の記入例について 

 一関市上下水道部下水道課 

排水設備計画（変更）確認申請書および農業集落排水処理施設排水設備計画（変更）確

認申請書については、該当箇所の記入例を参考に作成してください。 

①申請人

排水設備を設置する人の「住所」、「氏名」、「電話」を記入する。また、施工する一関

市排水設備指定工事店名を記入し、責任者である排水設備工事責任技術者名を記入する。 

②設置場所 

排水設備の設置場所を「地番」まで記入する。 

③業種名 

次の分類を参考に記入する。 

 ・住居として使用する建物の場合 ：「一般住宅」、「集合住宅」等その建物の用途を記

入する。 

  ・事業所として使用する建物の場合：「飲食店」、「自動車工場」等その建物が主に使用

されている用途を記入する。 

  ・住居及び事業所兼用建物の場合 ：「住宅兼事務所」や「住宅兼店舗」等と記入する。 

④使用人数 

使用する人数を記入する。 

  ※ 事業所として使用する建物の場合は、勤務しているおおよその人数を記入する。 

⑤工事内容１ 

一関市排水設備工事施工基準の１基本事項（４）工事内容の分類を参考に、該当する

工事内容にチェックを入れる。 

⑥工事内容２ 

該当する工事にチェックを入れる。 

 □「水洗便所改造工事」 ：汲み取り便所を水洗便所に改造するための工事 

 □「排水設備工事」   ：汚水、雑排水を公共ますへ流すための工事 

 □「し尿浄化槽切替工事」：汚水処理方法を浄化槽から下水道へ切り替える工事 

⑦使用水区分 

該当する使用水区分にチェックを入れる。 



⑧敷地面積、建築面積 

・排水設備工事を行う地番の敷地面積を記入する。 

 ・排水設備を設置する建物の建築面積を記入する。 

⑨家屋 

該当するものにチェックおよび記入する。 

 □自家：自身が所有する家屋の排水設備工事を行うとき 

     ※住所、氏名の記入は不要 

 □借家：別に家屋所有者がある家屋の排水設備工事を行うとき 

     ※家屋所有者の了解を得た後で家屋所有者の住所、氏名の記入が必要。押印は

不要。自著である必要はないが、⑩下段に記載のあるとおり、万一紛争や事

故が生じても、申請者の責任において一切を解決すること。 

⑩排水設備等 

次に該当する場合は、排水設備または土地所有者の承諾が必要であるため、土地所有

者の了解を得た後で記入すること。自著である必要はないが、⑩下段に記載のあるとお

り、万一紛争や事故が生じても、申請者の責任において一切を解決すること。 

  ・施工する排水設備を他人の排水設備に接続する場合 

  ・敷地外の他人の土地を通して、排水設備を公共ますに接続する場合 

⑪下水道使用者名義等 

下水道を使用する人を記入する。 

  ・上水道を使用している場合、上水道使用者の名義と統一することが望ましい。 

  ・アパート等の集合住宅において、使用者数が多い場合は別紙に記入しても構わな

い。 

  ・水道使用者番号の記入は不要とする。 

⑫戸数 

・住居として使用する建物の場合 ：申請物件内に独立した住居の数を記入する。 

                 （例：集合住宅の設置部屋数６部屋の場合→６戸） 

 ・事業所として使用する建物の場合：記入は不要 

  ※住宅兼事務所等の場合は「住居として使用する建物の場合」に準拠する 

⑬便器数（大便器） 

申請した排水設備へ流入する便器（大便器）の総数を記入する。 

⑭工事期間 

工事着手予定日と工事完成予定日を記入する。 

  ※なお、工事着手予定日の７日前には申請してください。 


